
補助事業番号 2024Ｍ-322 

補助 事業名 2024年度 公設工業試験研究所等における機械設備拡充 補助事業 

補助事業者名 和歌山県 

 

１ 補助事業の概要 

① 目的 

 本事業により、和歌山県内の中小企業単独では導入することが困難な機器を当セ

ンターに配備し、それらを用いて支援することで、県内中小企業の技術力の向上及

び事業基盤の強化に寄与することを目的としている。 

 

② 実施内容 

 自動燃焼装置付イオンクロマトグラフを導入した。本装置は、製品を構成する部

材、素材中の微量成分(ハロゲン、陰イオンなど)を高精度かつ高感度で分析評価す

る機器である。当センター保有の現有機器に比べ、自動燃焼装置の燃焼精度などの

基本性能が格段に向上し、試料の燃焼により発生するガス成分（ハロゲン、SOx等）

を現有機器の約1/10の液量で効率的に吸収させることができるようになった。さら

に、イオンクロマトグラフ本体は、測定妨害成分を除去する機能を備えており、こ

れまで検出することができなかった低濃度域の微量成分も検出することが可能とな

ったため、県内企業の製品開発等への技術支援を強化することができる。 

 

２ 予想される事業実施効果 

製品開発や量産時の製品を構成する素材等の微量成分に関する評価体制の強化に

より、県内中小企業が直面する課題を克服することが可能となる。特に製品の高品

質・高付加価値化及び環境に優しい製造技術開発への貢献と、従来製造している製

品の品質保証の面から、県内のものづくり企業への強力な技術支援が可能となり、

県内産業の活性化に寄与することが期待できる。 

 

３ 本事業により導入した設備 

① 自動燃焼装置付イオンクロマトグラフ 

  (URL) https://www.wakayama-kg.jp/kiki/category/cat8/678.html 

 

本装置は、製品を構成する部材、素材中の微量成分(ハロゲン、陰イオンなど)を

高精度かつ高感度で分析評価する機器である。自動燃焼装置が付属されているため、

固体試料中のハロゲンの分析が可能である。また、イオンクロマトグラフ本体は、

測定妨害成分を除去する機能を備えており、低濃度成分の検出も可能である。 

 



 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

設置場所：【和歌山県工業センター 本館3階 第2機器分析室】 

 

② 本事業に係る印刷物等 

    機器紹介用ポスター 
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４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 和歌山県工業技術センター（ワカヤマケンコウギョウギジュツセンター） 

住  所： 〒649-6261 

和歌山県和歌山市小倉60番地 

代 表 者： 所長   細田 朝夫 （ホソダ アサオ） 

担当部署： 化学技術部  （カガクギジュツブ） 

担当者名： 主査研究員 増田 剛 （マスダ ツヨシ） 

電話番号： 073－477－1271 

F  A  X： 073－477－2880 

E - m a i l： wintec-jka@wakayama-kg.jp 

U R L： https://www.wakayama-kg.jp 
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